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人
を
見
る
と
『
真
相
は
こ
う
だ
』
に
続
く

2
年
余
り
の
類
似
番
組
の
継
続
と
『
太
平

洋
戦
争
史
』
の
教
材
化
、
こ
れ
と
並
行
し

て
行
わ
れ
た
東
京
裁
判
と
独
立
の
回
復
、

日
本
国
憲
法
の
成
立
等
々
、
時
代
が
進
む

に
つ
れ
て
C
C
D
と
C
I
E
の
実
施
し
た

施
策
が
、
真
綿
に
水
が
染
み
込
む
よ
う
に

徐
々
に
効
力
を
発
揮
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

　

広
島
平
和
記
念
公
園
の
慰
霊
碑
に
刻
ま

れ
た
「
安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い　

過
ち

は
繰
返
し
ま
せ
ぬ
か
ら
」
の
主
語
は
日
本

国
民
な
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
米
国

人
な
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
前
者
だ
と
し

た
ら
W
G
I
P
の
呪
縛
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
中
国
の
海
洋
進
出
と
台
湾
有
事

の
可
能
性
、
ロ
シ
ア
の
北
方
領
土
の
軍
事

力
強
化
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
韓

国
に
よ
る
竹
島
実
効
支
配
等
々
、
緊
張
感

の
高
ま
る
近
年
の
わ
が
国
を
取
り
巻
く
安

全
保
障
環
境
に
あ
り
な
が
ら
も
、
日
本
人

の
国
防
に
対
す
る
意
識
の
希
薄
さ
は
、
W

G
I
P
の
効
果
の
一
端
が
現
れ
て
い
る
と

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

C
C
D
に
よ
る
焚
書
や
検
閲
の
言
論
統

制
は
、
占
領
軍
が
日
本
人
に
知
ら
せ
た
く

な
い
情
報
を
隠
す
も
の
で
し
た
。
一
方
、

C
I
E
に
よ
る
W
G
I
P
は
、
占
領
軍
が

日
本
人
に
吹
き
込
み
た
い
情
報
・
思
想
を

宣
伝
す
る
も
の
で
し
た
。
言
論
統
制
と
W

G
I
P
と
い
う
G
H
Q
の
施
策
は
、
日

本
人
の
考
え
方
や
思
想
を
歪
め
、
日
本
人

の
尊
厳
を
破
壊
し
て
、
日
本
が
二
度
と
立

ち
上
が
れ
な
い
よ
う
に
す
る
占
領
政
策
の

効
果
的
な
車
の
両
輪
と
し
て
機
能
し
ま
し

た
。

　

占
領
下
の
日
本
人
の
目
と
口
と
耳
を
覆

う
一
方
で
、
あ
た
か
も
真
実
で
あ
る
か
の

よ
う
な
情
報
を
吹
き
込
ん
で
マ
イ
ン
ド
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
の
で
す
。
G
H
Q

の
行
っ
た
こ
れ
ら
の
施
策
に
日
本
人
と
し

て
ど
の
よ
う
な
判
断
を
下
す
に
し
ろ
、
占

領
期
に
G
H
Q
の
指
令
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
焚
書
、
検
閲
と
い
う
言
論
統
制
の
事
実

と
、
聞
き
な
れ
な
い
「
W
G
I
P
」
と
い

う
思
想
統
制
の
存
在
を
ま
ず
は
し
っ
か
り

と
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

戦
後
G
H
Q
政
策
の
研
究
、
と
り
わ
け

そ
の
暗
部
で
あ
る
言
論
統
制
や
W
G
I
P

に
関
し
て
は
、
そ
の
性
質
上
処
分
さ
れ
あ

る
い
は
散
逸
し
た
資
料
が
多
い
こ
と
か

ら
、
そ
の
全
容
が
白
日
の
下
に
さ
ら
さ
れ

る
に
は
時
間
を
要
さ
ざ
る
を
得
ず
、
研
究

者
に
よ
る
今
後
の
研
究
の
進
展
が
待
た
れ

ま
す
。

（
文
責
：
富
松
）

■
海
上
輸
送
群
の
発
足

　

2
0
2
4
（
令
和
6
）
年
10
月
29
日
、

1
隻
の
自
衛
艦
が
広
島
県
尾
道
市
の
造
船

所
で
進
水
式
を
行
い
、「
に
ほ
ん
ば
れ
」（
写

真
1
）
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
全
長
約
80

㍍
、
排
水
量
は
2
4
0
0
㌧
、
喫
水
3
㍍

と
い
う
小
型
艦
で
す
。
艦
首
に
あ
る
ナ
ン

バ
ー
は
4
1
5
1
、
灰
色
の
塗
色
と
艦
首

が
両
開
き
の
ラ
ン
プ
ド
ア
で
あ
る
こ
と
な

ど
は
海
自
の
輸
送
艦
と
似
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
海
自
艦
艇
の
進
水
式
で
は
海

自
音
楽
隊
に
よ
る
行
進
曲
「
軍
艦
」
が
流

れ
る
の
に
、
陸
自
の
車
両
行
進
曲
「
陽
光

を
背
に
」
が
、
陸
自
中
部
方
面
音
楽
隊
の

演
奏
に
よ
っ
て
流
さ
れ
ま
し
た
。
命
名
も

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
海
自
の
輸
送
艦
な
ら

ば
、そ
の
命
名
は
「
お
お
す
み
」、「
さ
つ
ま
」

な
ど
の
半
島
の
名
称
の
は
ず
で
す
。
そ
れ

が
「
に
ほ
ん
ば
れ
」
と
は
、
ど
う
し
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

2
0
1
8
（
平
成
30
）
年
の
中
期
防
衛

力
整
備
計
画
で
、
陸
・
海
・
空
自
の
共
同

部
隊
、
自
衛
隊
海
上
輸
送
群
（
仮
称
）
の

創
設
が
決
ま
り
ま
し
た
。
2
0
2
5
（
令

和
7
）
年
3
月
、
広
島
県
呉
に
新
編
さ
れ

る
予
定
で
す
。
そ
れ
を
構
成
す
る
小
型
艦

（
L
C
U
）の
1
隻
が
こ
の「
に
ほ
ん
ば
れ
」

で
す
。
2
0
2
4
年
11
月
下
旬
に
進
水
し

た
排
水
量
3
5
0
0
㌧
の
中
型
艦
（
L
S

V
）
と
共
に
輸
送
群
に
編
入
さ
れ
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
こ
の
群
は
中
型
2
隻
、

小
型
4
隻
の
輸
送
艦
、
機
動
舟
艇
4
隻
で

2
個
の
海
上
輸
送
隊
と
な
る
予
定
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
の
部
隊
へ
期
待
さ
れ

る
の
は
南
西
諸
島
へ
の
輸
送
力
の
増
強
で

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
運
航
の
主
体
は
陸
上

自
衛
官
に
な
り
ま
す
。

　

す
で
に
2
0
1
9
年
か
ら
、
運
航
要
員

の
教
育
・
訓
練
に
つ
い
て
は
海
自
江
田
島

陸
軍
史
の
窓
か
ら
（
第
17
回
）

船
舶
工
兵
の
話
（
前
段
）

荒
木　

肇
写真 1：進水した陸自輸送艦「にほんばれ」



　 （　　）46（偕行　令和 7 年 1・2 月号）

の
第
1
術
科
学
校
で
、
機
関
要
員
は
同
じ

く
横
須
賀
の
第
2
術
科
学
校
で
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
職
種
を
問
わ
ず
と
い
う
要
員

選
考
で
し
た
が
、
陸
自
で
は
主
に
輸
送
科

隊
員
が
こ
れ
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

有
事
の
海
上
輸
送
は
、
海
自
の
輸
送
艦
、

民
間
資
金
活
用
船
舶
（
P
F
I
、
た
と
え

ば
「
な
っ
ち
ゃ
ん
ワ
ー
ル
ド
」
や
「
は
く

お
う
」
な
ど
）
の
民
間
船
舶
が
担
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
陸
自
が
運
航
の

主
体
と
な
る
輸
送
群
の
成
立
は
自
衛
隊
史

上
初
め
て
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

陸
軍
が
海
軍
の
掩
護
を
受
け
ら
れ
な
い

場
面
で
は
、
自
前
で
輸
送
力
を
整
備
す
る

と
い
う
の
は
戦
前
で
も
あ
り
ま
し
た
。

■
船
舶
工
兵
の
始
ま
り

　

日
清
戦
争
（
1
8
9
4
年
）、
日
露
戦
争

（
1
9
0
4
年
）
の
時
代
に
は
、
上
陸
作

戦
は
沖
合
に
碇
泊
し
た
輸
送
船
か
ら
兵
員

や
資
材
を
木
製
の
馬う

ま

舟ぶ
ね

や
団
平
船
に
移
乗

さ
せ
ま
し
た
。
ま
ず
海
軍
陸
戦
隊
が
敵
岸

を
占
領
し
、
そ
の
掩
護
下
に
1
5
0
㌧
ほ

ど
の
小
型
蒸
気
船
で
陸
岸
ま
で
曳
航
し
た

も
の
で
し
た
。
陸
岸
で
は
こ
れ
を
切
り
離

し
、
写
真
2
・
3
の
よ
う
に
陸
兵
は
水
兵

の
指
示
を
受
け
な
が
ら
傭
人
の
船
頭
の
操

る
艀

は
し
け

や
団だ

ん

平ぺ
い

船せ
ん

な
ど
か
ら
上
陸
し
て
い

ま
し
た
。

　

日
露
戦
後
に
は
、
広
島
県
宇
品
に
陸
軍

運
輸
部
が
置
か
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て

近
代
的
な
資
材
や
、
装
備
な
ど
の
補
給
体

制
は
整
い
ま
す
が
、
上
陸
の
手
段
は
昔
な

が
ら
の
方
法
で
し
た
。
1
9
2
0
（
大
正

9
）
年
に
は
四
国
の
宿す

く

毛も

で
上
陸
演
習
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
参
謀
総
長
の
上
原
勇
作

大
将
か
ら
「
木
舟
を
鉄
舟
に
せ
よ
」
と
い

う
厳
し
い
指
導
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
運
輸
部
の
資
材
研
究
は
、
技

術
研
究
本
部
や
技
術
審
査
部
と
は
無
縁
で

し
た
。
運
輸
部
単
独
で
予
算
を
切
り
盛
り

し
研
究
、
整
備
を
し
て
い
た
の
で
、
中
央

部
も
運
輸
部
の
実
態
が
分
か
ら
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
新
た
に
鉄
舟
を
装
備
す
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
翌
1
9
2
1
（
大
正

10
）
年
に
は
特
命
検
閲
的
な
運
輸
業
務
検

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

中
央
か
ら
の
検
査
官
は
錚
々
た
る
顔
ぶ

れ
で
し
た
。
主
座
は
軍
務
局
長
、
陸
軍
省

か
ら
は
軍
事
課
員
、
参
謀
本
部
か
ら
も
人

が
出
て
運
輸
部
業
務
の
要
点
が
理
解
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
以
後
、
運
輸
部
の
研
究
資

材
の
整
備
は
、
陸
軍
省
が
計
画
し
推
進
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

1
9
2
5
（
大
正
14
）
年
に
は
、
陸
海

軍
協
同
で
伊
勢
湾
に
お
い
て
上
陸
演
習
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
は
従
来
の
馬

舟
と
ほ
ぼ
同
型
の
鉄
製
平
底
船
に
発
動
機

を
つ
け
た
だ
け
で
、
事
故
も
起
き
て
死
者

も
出
て
し
ま
い
ま
す
。

■
新
し
い
舟
艇
と
母
船

　

参
謀
本
部
は
、
特
定
の
師
団
を
指
定
し

て
訓
練
、
資
材
整
備
の
援
助
を
集
中
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
ず
、第
5
（
広
島
）、

続
い
て
第
11
（
善
通
寺
）、
第
12
（
小
倉
）

の
3
個
師
団
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
同
時

に
新
し
い
舟
艇
の
建
造
で
す
。
平
底
舟
で

は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
運
輸
部

工
務
科
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
『
日
本
工
兵
物
語
』（
原
書
房
、
1
9
8

0
年
）
に
は
貴
重
な
話
が
載
っ
て
い
ま
す
。

Ｖ
型
鉄
製
小
発
動
艇
と
い
わ
れ
る
初
め
て

の
上
陸
用
舟
艇
の
設
計
・
開
発
は
、
1
年

志
願
兵
と
し
て
鉄
道
聯
隊
に
入
隊
し
、
任

官
し
た
大
阪
高
等
工
業
造
船
学
科
卒
の
予

備
役
工
兵
少
尉
が
行
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
現
役
将
校
で
は
な
く
商
船
学
校
で
教

員
だ
っ
た
の
で
す
が
運
輸
部
技
師
（
文
官・

高
等
官
）
に
招
い
た
の
で
す
。

　

続
い
て
小
発
動
艇
で
は
戦
車
や
砲
車
を

積
め
な
い
。
そ
こ
で
2
つ
並
列
し
て
船
首

の
頭
板
を
倒
し
て
桟
橋
代
わ
り
に
し
よ
う

と
し
ま
す
。
な
か
な
か
苦
労
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
艇
の
頭
部
断
面
を
Ｗ
型
に
し

て
大
発
動
艇
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

そ
う
な
る
と
、
大
小
発
動
艇
を
積
載
し

て
敵
岸
（
泊
地
）
に
持
っ
て
行
く
の
は
、

普
通
の
輸
送
船
で
は
で
き
な
い
と
な
り
、

運
輸
部
で
は
2
層
甲
板
を
持
つ
特
殊
な
母

船
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
り
ま
す
。
当
時

は
陸
軍
出
身
の
田
中
義
一
大
将
が
総
理
で

写真 2：日露戦争前の演習
メガホンを持った水兵の指示で上陸

写真 3：日露戦争鴨緑江を渡河する団平船
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し
た
が
、
海
軍
は
「
八
八
艦
隊
」
の
建
造

計
画
を
推
進
し
て
い
ま
し
た
。
陸
軍
予
算

は
た
い
へ
ん
圧
迫
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
ど
う
や
ら
陸
軍
省
兵
器
局
も
苦
労
し

て
、
排
水
量
2
0
0
0
㌧
の
宇
品
丸
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
加
え
て
航
行
中
に
船
尾

の
水
門
を
開
き
舟
艇
を
泛へ

ん

水す
い

で
き
て
、
し

か
も
上
甲
板
に
は
航
空
機
を
搭
載
し
、
カ

タ
パ
ル
ト
を
装
備
し
た
靖
州
丸
を
建
造
し

ま
す
。
現
代
で
い
う
強
襲
揚
陸
艦
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

■
船
舶
工
兵
の
誕
生

　

舟
艇
操
縦
は
輸
送
な
の
だ
か
ら
、
操
艇

要
員
は
輜
重
兵
科
だ
ろ
う
と
い
う
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
将
来
は

戦
闘
的
な
色
彩
が
濃
く
な
る
だ
ろ
う
。
や

は
り
工
兵
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
意
見
が

主
流
に
な
り
ま
す
。
騎
兵
銃
を
背
負
い
輸

卒
を
指
揮
す
る
だ
け
の
輜
重
兵
よ
り
、
歩

兵
銃
を
持
ち
、
歩
兵
戦
闘
も
で
き
る
工
兵

が
向
い
て
い
る
だ
ろ
う
と
な
り
ま
し
た
。

1
9
2
7
（
昭
和
2
）
年
の
こ
と
で
し
た
。

第
5
工
兵
大
隊
（
広
島
）
が
運
輸
部
に
近

く
、
訓
練
に
も
便
利
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
第
3
中
隊
が
船
舶
中
隊
に
指
定
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
中
隊
に
ど
れ
ほ
ど
の
上
陸
作
戦
教

育
時
間
が
必
要
か
と
い
う
研
究
が
な
さ

れ
、
2
0
0
時
間
は
要
る
だ
ろ
う
と
な
り

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
日
本
陸
軍

な
ら
で
は
の
事
情
が
あ
り
ま
す
。
野
戦
工

兵
大
隊
第
3
中
隊
は
戦
時
動
員
計
画
で

は
、
特
設
師
団
の
工
兵
大
隊
を
編
成
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て

上
陸
戦
闘
を
行
っ
た
後
に
は
、
ふ
つ
う
の

工
兵
（
甲
工
兵
）
と
し
て
活
動
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
甲
と
は
一
般
の
野
戦
工
兵

で
、
築
城
、
渡
河
、
交
通
な
ど
の
一
般
作

業
を
行
い
ま
す
。
そ
こ
で
通
常
の
野
戦
工

兵
と
し
て
の
教
育
も
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
船
舶
専
門
教
育
は
1
2
0

時
間
に
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
9
3
2
（
昭
和
7
）
年
の
こ
と
で
し

た
。
善
通
寺
の
11
P
（
第
11
工
兵
大
隊
の

こ
と
、
陸
軍
は
工
兵
の
兵
科
記
号
を
P
と

し
ま
し
た
。
以
後
こ
れ
を
使
い
ま
す
）、

久
留
米
の
13
P
の
そ
れ
ぞ
れ
第
3
中
隊
が

丁
中
隊
に
指
定
さ
れ
ま
す
。

■
工
兵
部
隊
の
種
別

　

一
般
工
兵
が
甲
、そ
の
他
に
乙
、丙
、戊
、

己
、
辛
な
ど
と
種
別
が
あ
り
ま
し
た
。

　

乙
は
要
塞
攻
撃
な
ど
の
坑
道
専
門
で
、

常
設
部
隊
で
は
京
都
府
福
知
山
の
10
P
、

茨
城
県
水
戸
の
14
P
の
各
1
個
中
隊
で

す
。
丙
は
重
架
橋
、
重
桟
橋
な
ど
の
構
築

を
受
け
持
ち
ま
し
た
。
大
阪
府
高
槻
の
4

P
、
福
岡
県
久
留
米
の
18
P
の
各
1
個
中

隊
が
担
任
で
す
。

　

そ
し
て
丁
工
兵
と
い
わ
れ
た
の
が
敵
前

上
陸
、
舟
艇
機
動
、
補
給
な
ど
の
上
陸
作

戦
専
門
工
兵
で
、
こ
れ
が
後
に
船
舶
工
兵

と
な
り
ま
す
。
常
設
部
隊
で
は
5
P
、

11
P
、
18
P
の
各
1
個
中
隊
で
し
た
が
、

支
那
事
変
以
降
（
昭
和
12
年
）
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
独
立
工
兵
聯
隊
と
し
て
編
成
さ
れ

ま
す
。

　

戊
工
兵
は
機
力
を
用
い
大
陸
の
大
河
の

渡
河
専
門
工
兵
で
、
後
に
独
立
工
兵
聯
隊

と
な
り
ま
し
た
。
己
工
兵
は
装
甲
作
業
機

を
も
ち
、
ソ
連
国
境
陣
地
突
破
の
た
め
に

編
成
さ
れ
た
独
立
工
兵
第
5
聯
隊
の
み
で

し
た
。
辛
工
兵
は
独
立
工
兵
第
27
聯
隊
の

こ
と
で
、
有
線
操
縦
の
無
人
小
型
装
甲
作

業
機
を
装
備
し
、
ソ
満
国
境
陣
地
突
破
専

門
で
す
。
そ
の
他
に
は
、
電
気
、
作さ

く

井せ
い

、

測
量
の
各
中
隊
で
編
成
さ
れ
た
独
立
工
兵

第
25
聯
隊
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

■
専
用
舟
艇
は
6
種
類

　

1
9
3
2
（
昭
和
7
）
年
頃
に
は
各
舟

艇
の
シ
ス
テ
ム
化
が
完
成
し
ま
す
。
兵
員

揚
陸
用
の
小
発
動
艇
（
軽
装
歩
兵
40
名
搭

載
）、
戦
車
・
重
量
兵
器
揚
陸
用
の
大
発

動
艇
、
陸
岸
砲
撃
用
の
装
甲
艇
、
高
速
偵

察
用
の
高
速
艇
甲
、
伝
令
艇
と
し
て
使
わ

れ
る
高
速
艇
乙
、
指
揮
艇
（
写
真
4
）
と

し
て
の
特
殊
発
動
艇
の
6
種
で
し
た
。

　

小
発
動
艇
に
は
A
、
B
、
C
の
各
型
が

あ
り
、
完
成
型
は
Ｂ
型
（
S
B-

B
）
と

い
わ
れ
ま
す
。
各
型
式
の
識
別
は
艇
首
に

文
字
が
書
か
れ
、
番
号
は
製
造
順
で
し
た
。

「
6
～
18
隻
で
戦
闘
隊
形
を
整
え
て
敵
前

上
陸
を
し
得
る
信
号
・
通
信
装
備
」
が
要

求
さ
れ
、
速
力
も
毎
時
8
㌔
で
し
た
。

　

大
発
動
艇
は
1
9
2
7
（
昭
和
2
）
年

の
訓
令
に
従
っ
た
B
型
（
L
B-

B
）
が

生
ま
れ
ま
す
。
1
9
3
0
（
昭
和
5
）
年

に
は
船
首
上
部
の
一
部
を
歩
板
と
し
た
型

式
に
決
ま
り
ま
し
た
。
全
長
は
約
14
㍍
、

自
重
は
8
㌧
、
60
馬
力
の
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン

ジ
ン
を
装
備
し
、
最
大
速
度
は
毎
時
8
・

8
㌩
（
約
16
㌔
）
と
い
う
も
の
で
す
。

　

1
9
3
2
（
昭
和
7
）
年
に
は
89
式
中

戦
車
（
重
量
11
・
5
㌧
、
幅
2
・
2
㍍
）

写真 4：指揮設備をもつ指揮艇
通称：小発（ショウハツ）
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を
揚
陸
す
る
た
め
に
全
長
約
15
㍍
、
自
重

9
・
5
㌧
の
大
型
艇
を
開
発
し
ま
す
。
な

お
、
戦
車
の
大
型
化
に
伴
っ
て
、
特
大
発

動
艇
と
い
わ
れ
る
も
の
も
生
産
さ
れ
ま
し
た
。

　

装
甲
艇
は
上
陸
前
に
敵
陣
を
制
圧
す
る

た
め
の
海
の
戦
車
で
す
。
回
転
砲
塔
を
3

基
装
備
し
て
、
57
㍉
戦
車
砲
を
載
せ
た
も

の
も
あ
り
ま
し
た
。
全
長
は
16
㍍
、
自
重

17
・
5
㌧
、
3
5
0
馬
力
の
ジ
ー
ゼ
ル
エ

ン
ジ
ン
で
約
14
㌩
（
26
㌔
）
の
高
速
を
誇

り
、
支
那
事
変
中
は
河
川
警
備
に
、
大
東

亜
戦
中
の
南
方
戦
線
で
も
対
魚
雷
艇
戦
闘

で
も
活
躍
し
ま
す
。

　

高
速
艇
甲
は
英
国
か
ら
輸
入
し
た
魚
雷

艇
を
改
装
し
て
、
敵
前
上
陸
直
前
の
偵
察

用
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
国
産
化
し
、
全
長

14
・
4
㍍
、
自
重
は
5
・
3
㌧
、
4
0
0

馬
力
の
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
で
37
㌩
（
約

70
㌔
）
の
高
速
を
発
揮
し
ま
す
。
乙
は
伝

令
用
で
艇
首
に
軽
機
関
銃
を
載
せ
て
1 

5

0
馬
力
型
は
最
高
速
16
・
5
㌩
（
約
30
㌔
）

で
す
。
最
後
の
特
殊
発
動
艇
は
、
敵
前
で

大
、
小
発
動
艇
の
指
揮
用
の
も
の
で
し
た
。

識
別
さ
れ
な
い
よ
う
に
外
観
は
通
常
の
小

発
動
艇
と
同
じ
で
す
が
、
艇
体
は
す
べ
て

防
錆
鋼
板
を
使
い
ま
し
た
。

■
初
の
実
戦
、
上
海
事
変

　

1
9
3
2
（
昭
和
7
）
年
1
月
29
日
、

上
海
で
は
支
那
陸
軍
第
19
路
軍
が
日
本
海

軍
上
海
陸
戦
隊
を
攻
撃
し
ま
す
。
支
那
軍

は
3
万
、
対
し
て
海
軍
陸
戦
隊
は
2
0
0

0
名
弱
の
戦
い
に
な
り
ま
し
た
。
開
戦
と

同
時
に
内
地
か
ら
海
軍
陸
戦
隊
と
陸
軍
混

成
第
24
旅
団
が
先
遣
と
し
て
軍
艦
で
急
行

し
ま
す
。
同
時
に
金
沢
の
9
師
団
が
動
員

さ
れ
て
、
輸
送
船
9
隻
と
7
隻
の
2
梯
団

に
分
か
れ
て
増
援
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
動
員
に
あ
た
り
、
広
島
の
5
P
第

3
中
隊
（
丁
工
兵
）
を
基
幹
と
し
て
約
1

0 

0
名
の
臨
時
派
遣
工
兵
隊
が
編
成
さ
れ

ま
す
。
装
甲
艇
、
大
発
・
小
発
を
装
備
し
、

9
師
団
の
第
1
梯
団
は
上
陸
作
戦
の
部
署

に
よ
っ
て
乗
船
部
署
が
決
め
ら
れ
、
工
兵

隊
も
分
散
乗
船
し
ま
し
た
。
被
害
が
集
中

し
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
分
散
で
す
。

　

上
海
に
到
着
す
る
と
、
敵
前
上
陸
部
署

は
不
要
に
な
り
、
9
師
団
主
力
は
上
海
港

に
、
一
部
は
呉ウ

ー

淞ス
ン

桟
橋
に
上
陸
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
支
那
軍
は
上
海
市
内
の
包

囲
を
解
か
ず
、
続
い
て
内
地
で
は
11
師
団

（
善
通
寺
・
敵
前
上
陸
指
定
師
団
）、
14
師

団
（
宇
都
宮
）
の
動
員
、
派
遣
が
あ
り
、

上
海
派
遣
軍
の
編
制
が
発
令
さ
れ
ま
す
。

　

臨
時
派
遣
工
兵
隊
は
上
海
派
遣
軍
司
令

官
の
指
揮
下
に
入
り
ま
し
た
。
11
P
の
1

個
小
隊
や
海
軍
か
ら
の
派
遣
隊
員
を
加
え

て
水
上
作
業
隊
を
編
成
し
ま
す
。
そ
の
勢

力
は
3
個
艇
隊
（
発
動
艇
28
隻
）
を
主
力

と
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
師
団
は
内
地
か
ら
戦
艦
、
巡
洋
艦
な

ど
で
急
送
さ
れ
、
揚
子
江
下
流
で
喫
水
の

浅
い
駆
逐
艦
6
隻
に
移
乗
し
て
敵
前
上
陸

予
想
地
点
で
あ
る
七
了
口
に
向
か
い
ま

す
。
水
上
作
業
隊
も
、
貨
物
船
2
隻
に
小

発
や
隊
員
を
乗
せ
ま
し
た
。
ク
レ
ー
ン
の

能
力
不
足
で
搭
載
が
で
き
な
い
装
甲
艇
や

大
発
は
、
河
川
用
客
船
2
隻
で
曳
航
す
る

こ
と
で
七
了
口
に
向
か
い
ま
す
。

　

十
分
な
事
前
偵
察
を
行
い
2
月
29
日
、

18
：
00
に
6
隻
の
駆
逐
艦
は
揚
子
江
口
を

発
進
し
、
翌
0
2
0
0
に
七
了
口
沖
の
迫

地
に
投
錨
し
ま
し
た
。
同
じ
頃
、
水
上
作

業
隊
は
約
20
隻
の
舟
艇
を
直
ち
に
泛
水

し
、
各
駆
逐
艦
に
向
か
い
第
1
次
上
陸
隊

を
移
乗
さ
せ
ま
す
。

　

05
：
25
、
師
団
長
か
ら
の
発
進
命
令
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
岸
か
ら
1
2
0
0
㍍
の

地
点
か
ら
横
隊
に
展
開
し
全
速
航
行
に
移

り
ま
す
。
敵
の
射
撃
が
始
ま
り
、
装
甲
艇

も
敵
機
関
銃
座
へ
の
射
撃
で
反
撃
し
ま
し

た
。
同
時
に
煙
幕
も
展
張
し
、
舟
艇
隊
の

姿
を
隠
し
ま
す
。

　

敵
前
4
0
0
㍍
、
舟
艇
隊
も
軽
機
関
銃

の
射
撃
を
始
め
、
艦
隊
か
ら
の
艦
砲
射
撃

も
開
始
。
し
か
し
、
川
岸
が
遠
浅
の
た
め

に
敵
前
15
㍍
ま
で
し
か
接
近
で
き
ず
、
舟

艇
は
洲
に
乗
り
上
げ
ま
す
。
直
ち
に
船
舶

工
兵
は
水
中
に
飛
び
込
み
、
舟
艇
を
固
定

し
ま
し
た
。
艇
長
は
「
上
陸
宜
し
」
の
号

令
を
か
け
、
歩
兵
は
水
中
に
入
り
上
陸
を

始
め
ま
す
。

　

06
：
00
、
上
陸
成
功
。
こ
の
戦
闘
で
の

第
1
次
上
陸
隊
の
戦
死
者
は
2
名
だ
け
と

い
う
結
果
に
終
わ
り
、
鉄
の
舟
艇
を
使
っ

た
初
め
て
の
上
陸
作
戦
で
し
た
。

　

次
回
は
大
東
亜
戦
争
で
の
船
舶
工
兵
の

発
展
、
奮
戦
に
つ
い
て
で
す
。
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